
第36回年次大会〕

B 25 釆色物。色丿j. iまt 虫九槽自剤（=BA）・影響に明^ る祠究

- -=朗s 令fc 流剤 用い代決Tこくに4.る布比の色調条化の検討一
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　a 的　現ft の申販衣料)fl 汎肴釦こ13:配合剤。一槽t IT FBA か含ま敢い’るいわ≪-' りい。

これは臼物の白ご利尽研I- a 布効でほあるが、淡色の染色物､けれては可視勅1-- c

るF6Aの責喩の蛍光≪>-変色物の色調に傲竹I-友化を手1 る手が予偲い

は、比較的淡いか･）梁色今I-ついて、一良tのY助を配合しμtﾃﾙ孤剤i;ぶ'卜繰り返

し沃侍L U場合の色調変化を調べ洗剤、。FBA ・配合効果・）限界を追ネ、棟討しT;。

　方法　試粁りJ今販味色布( 綿100%、PET6/綿35- μ混紡・）2 糖) のヽfell。w,Pi池, Blue I:

の3 色についT , 淡色①. やや膚色②の2種-^｀つ計2色、洸浄粂件|ぶfBAを含むモデル配

合ヽ洸剤便用.濃度∂､/S % , 毎比I:知. 倖温、　μ）介、補温振tう襖を使用Iて洗?#･ しr-。既

浄の繰り返し£回。測色If A 津カラーパヽ、7 シスr 以ドD ぱ尤源）によ'J 呪吟前f Itの辱の

脊死反鮮辛曲縁を恥｀め、L 0. b 系の色差をボめに。:^ いべれらの争蘇豪色々1こ迩い色濃

度1= なるよう反応蛍料を用いて綿今を梁色I て汎浄しFBAの影響のあらわi･iふ采色濃度限

聾I調べre .

　幼集　市販染色今め洸丹による反射希i狗線め変化ヵヽ卜綿m）％めYellow, Pink 、淡色①が

流冲回教を増i にっれ畑～蜘-Jiiぷ近で反射苧ヵ-" 高l< な卜色味も膏掌系へと杓勧1 %。こ

の色味の't 化､3-肉眼ぞも認められている. ヌ、梁羞yi度の明らかな栄色々の色遺産とFB/1

の関II:IJ - 染着量）.2% 瓜程% I f IJ 浹剤t≒ﾀ）F徊の影響S 今ヽす. 色味の変化が箭のられU。

従っマn り}次色の味色綿布を洗浄if る際､J、色調膏化への影響i>ヽh f徊末配合の涜剤で

洗考T るのが望ましI* ■*。

B 26　　沃剤中への蛍光噌& 剤( FS/* ) の配合勤果r. 関if る研哭

　　　　　　　　　　　－を堵ﾋ川し9≒の効象一

　　　　丈化-r 尺泉改　○大熊た津江　林雅子

　E 6り　今販教成戈剤rこ配合されているFB/＼ は. 主成吾の界面希柱脊し）ヨゴレ楡去効果r.

合わせて. む物・ﾖ度保持1り力栗があゐ。この場合, ?朗そのi のの糖類，ビ勺しヂ一の鐘

類，流浄恥件などにより^ れぞ賊果なゐ朔白効果を示Tことが｀予偲されゐ。本報ぞij、洗

肴に配合され% 各種の無機ビ■)しヂ- が綿々の滉帰過謀礼配合?弘の朔日勤果,こ及ぼt影

f を. 蚕齢合剤ごとI- ADS t主剤t I μ系し　これを麿l ない系いこついて比教練討しμ。

　方瓜　使用乳剤IJ. l＼St<料用指標洗粂）配合を基準i:しヽf3わぷト') 7ジニ･レスヤ）レ

ベン系のKW-2 を便用。AOS. c=Na^SO^,MdiCOi,心画O。,を各々単鴉ぞ配合して- それぞれにつき

綿り仰の繰') 返し魂オ(ト6 回）を行なっμ。測足＼日）a 大源を使用し島津力う- パック

システムヽ, 2ンピューターキーヤノンAS - ㈲It -i-りf3Aの甕着帚おj: び増& 効果さい-し,a･

b 系のa, いi .　△巨を糸めU。染着今は浪帰納俊の流藻の分丸吸収曲線の入・M におIt る

-叫T ・ヽI:カリ，4 μ洗珊々り増臼効栗If 分衆反射棄曲線・A. ，<Vi≪:ヵヽられめひ。

　鯖果　ぬzSO* 配合の場合，い1' 戯のf BA 沸胤( OS, /.0, to 'A ）.wl) ぞも- N≪iS04噴泉*"'

30，to, JO y. ･.＼f/.iい^尺-t いこつれて栄着牽も増大t る。ごれiこ対応･する浪帰*･の極大反

射考も各F助濃度･も。心?S04 噴泉の増すごいこ増大-^る傾向が艮らがね。｝配合沈剤r-

4:ろ繰り返し坑帰での梁着辛ij ヽいrれもI 回歌冲の豪遣辛ぷり，3 回■ ふ回流帰復の方

バ狐<･なるが, 筑冷々の極人反射棄は- 流冴を繰リa,tごいこ漸増T ろ・他のピ･ﾚｦ゛－に

ついてi 同様･・練討しμ。


